
814 D．測定法m（in　vitro・イムノア・ソセイ）

39
　　　　　TSH測定1こ関するradi・immun。assayと

cyt。chemical　bi。assayとの比較

　　大阪大学　第4内科

　　　　橋本　琢磨

　　Hann・ver医科大学内科
　　　　　　　　　　te　　　　A．Von　zur　Muhlen

〔目　的〕

　従来血中TSHの測定にはradi・immun・assay（RIA）

が用いられてきたが本法はあくまでもTSHの免疫活

性を指標とするもので，生物学的活性をあらわしてい

るものではない。そこでTSHのRIAをBi。assayと
比較することは非常に重要であるが従来のbi。assay

では感度が低く，ごく特殊な例しか比較できなかった。

今回我々はCytochemical　bioassay（CBA）を用いて

血中TSHの生物学的活性を測定することに成功した

ので，RIAとの比較を行った。

〔方法〕

　CBAはモルモット甲状腺切片を用いBitenekyら
の方法に準じて行った。測定可能範囲は10－L10－i

μu／nfで，C．V．はinter　assay，　intra　assayで夫々

15％，及び5％であった。RIAはvon　zur　MUhlen

らの方法により2抗体法を用いて行った。

〔結　果〕

①TSH基礎分泌値が20μu／nfP］下のところではCBA

値とRIA値はよく相関したが，原発性甲状腺能低下症

等に於て，分泌値が高い時は相関しなかった。

②hyperthyroidismではRIAでは感度（2μu／勧）以下

であったがCBAでは平均015μu／’nfと検出出来た。

③治療后Gravθs’diseasθでRIAではまだTRH　test

に無反応である時期‘こCBAでは有意の反応性を認め

たo

④RIAとCBAの両者で測定することにより免疫学
的活性の高い異常TSHを分泌する症例を見出した。

④
　　　　　　TSHのradioreceptor　assayに関する基
　礎的検討と臨床応用について
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　TSHのradioreceptor　assayはTSH　receptorの性
状の分析のみならず，自己免疫性甲状腺疾患における

TSH　receptor関連抗体の検出に有用である。今回我

々はこのassayの改良を目的に若干の基礎的検討を行

うとともに，本a8say系にて検出されるTSH結合阻害

性IgG（TSH－binding　inhibitor　immunoglobulins，

以下TBII）の性状について検討を加えた。

　（方法）バセドウ病甲状腺の10，000×g粗膜分画を

receptorとし，　receptor結合により精製した　12s　1－

TSHを用いてassayを行いその至適条件を求めるとと

もに，／9一遮断剤の影響を検討した。TBIIは血清r

グロプリン分画又はIgG　lmgを用いて測定した。同じ

IgGにっいてヒト甲状腺adenylate　cyclaze（AC）束1」

激作用をOrgiazziらの方法に準じて測定した。

（結果）assayの至適条件は37℃，60分，　pH　7．5てあ

った。receptor　50mg　Eqを用いる時5～50メt　U／t　，t　be

の感度が得られた。標識TSHと標準TSHの同時添加

で最も感度が良好であった。β一遮断剤の添加では

Propranololで3．3×10＾3Mをピークとする結合率の増

加（約2倍）がみられた。Oxprenol。1では1σ2Mまで

TSH結合が増加し，Pindor。1ではこの様な効果かみら

れなかった。Propranotolの同濃度はTSHによる甲状腺

内c－AMP上昇作用を完全に抑制することより，TSH
の生物作用を増強するものではないが，re（・eptor　assav

の改良に利用出来る。

　甲状腺疾患患者におけるTBIIの検出率はパセドウ

病（31例）で60％，橋本病（30例）で7％，腺肺（29

例）で3％であった。131　1治療後のパセドウ病患者で

は未治癒群で陽性率が高いのに対し，治癒群，機能低

下群で強陽性を示すものは認められず予後判定上有用

と考えられた。パセドウ病患者におけるTBII活性と

AC刺激作用の間には有意の正相関が認められた（r＝

O．62，P＜0．01）。しかしTBII強陽性の橋本病患者lgG

‘こはAC活性上昇作用が認められず，さらにTSHの

AC刺激作用がこのIgGの添加により著明に抑制され

た。以一ヒの成績よりTBIIには甲状腺刺激作用を有す

るもののみならず，TSHによる甲状腺刺激を阻害する

ものが存在することが明らかとなり，これら疾患にお

けるTSH　receptor関連抗体の多様性が示された。
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